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(57)【要約】
【課題】１つの文書ファイルにつきテンプレート文書フ
ァイルに複数種類の情報を埋め込んで且つ複数の情報の
セットに基づき複数の文書ファイルを作成する場合、全
ての文書ファイルについて埋め込みによる情報の印刷領
域の重なりが生じないことが確実に事前確認できるよう
にする。
【解決手段】この方法は、作成される文書ファイルにつ
いて共通の印刷プレビュー表示又はテスト印刷を行う操
作を受け付けた際に、データ読み取り部１４が複数セッ
トについて種類毎に情報を読み出す。そして、１つのプ
レビュー表示又はテスト印刷用の画像データを作成する
。この画像データは、種類毎に、読み出された情報を印
刷する際に必要な印刷領域の和集合を算出しその和集合
を示す情報をテンプレート文書ファイルの対応埋込領域
に埋め込んだ状態を示すデータとする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋め込まれる情報によって印刷サイズが変わる埋込領域を１つ以上有するテンプレート
文書ファイルから複数の文書ファイルを作成し、印刷を行う文書作成システムにおいて、
作成する文書ファイルについての、印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷のための画像
データを作成するデータ作成方法であって、
　前記文書作成システムは、１つの文書ファイルにつき、各埋込領域のそれぞれに対応づ
けられた種類の情報を各埋込領域に埋め込んで作成を行い、且つ各種類の情報でなるセッ
トを複数セット分に対応させることで前記複数の文書ファイルを作成し、
　前記データ作成方法は、
　操作部が、作成される文書ファイルについて共通の、印刷前のプレビュー表示又はテス
ト印刷を行う操作を受け付ける受付ステップと、
　該受付ステップで前記操作を受け付けた際に、データ読み取り部が、前記複数セットに
ついて種類毎に情報を読み出す読出ステップと、
　プレビュー表示制御部又は印刷処理部が、１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の
画像データを作成する作成ステップと、
を有し、
　前記作成ステップで作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記読出ステップで読
み出された情報を印刷する際に必要な印刷領域の和集合を算出して該和集合を示す情報を
前記テンプレート文書ファイルの対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータである
ことを特徴とするデータ作成方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のデータ作成方法において、
　前記埋込領域に埋め込まれる情報は、少なくとも１種類で、フォント情報を含まないか
又は等幅フォントが指定されたテキスト情報を含み、
　該フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテキスト情報について、前
記作成ステップは、前記種類毎に、前記読出ステップで読み出されたテキスト情報から印
刷する際に最も長い印刷領域が必要なテキスト情報を抽出する抽出ステップを有し、前記
作成ステップで作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記抽出ステップで抽出され
た最も長い印刷領域を前記和集合として算出して、前記和集合を示す情報として該最も長
い印刷領域が必要なテキスト情報を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータで
あることを特徴とするデータ作成方法。
【請求項３】
　請求項２に記載のデータ作成方法において、前記フォント情報を含まないか又は等幅フ
ォントが指定されたテキスト情報について、前記作成ステップで作成する前記画像データ
は、前記種類毎に、前記和集合を示す情報として、前記最も長い印刷領域が必要なテキス
ト情報に対応した長さの所定文字列又は所定図形の画像、若しくは前記最も長い印刷領域
が必要なテキスト情報に対応した長さより長い所定文字列又は所定図形の画像を、対応す
る埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴とするデータ作成方法。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載のデータ作成方法において、前記フォント情報を含まないか又は
等幅フォントが指定されたテキスト情報について、前記抽出ステップは、前記最も長い印
刷領域を、前記テキスト情報の文字列のバイト数に基づいて、若しくは前記テキスト情報
の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の横幅と間隔の合計長さに基づいて、抽
出することを特徴とするデータ作成方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のデータ作成方法において、
　前記埋込領域に埋め込まれる情報は、少なくとも１種類で数値情報を含み、
　該数値情報について、前記作成ステップは、前記種類毎に、前記読出ステップで読み出
された数値情報を対応する埋込領域で規定される数値表現の文字列に変換して印刷する際
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に最も長い印刷領域が必要な数値情報を抽出する抽出ステップを有し、前記作成ステップ
で作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記抽出ステップで抽出された最も長い印
刷領域を前記和集合として算出して、前記和集合を示す情報として前記数値情報を前記数
値表現の文字列に変換した情報を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであ
ることを特徴とするデータ作成方法。
【請求項６】
　請求項５に記載のデータ作成方法において、前記数値情報について、前記抽出ステップ
は、前記最も長い印刷領域を、前記数値情報を前記数値表現の文字列に変換した情報の文
字列のバイト数に基づいて、若しくは前記変換した情報の文字列における、埋込領域への
埋込時の各文字の横幅と間隔の合計長さに基づいて、抽出することを特徴とするデータ作
成方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のデータ作成方法において、
　前記埋込領域に埋め込まれる情報は、少なくとも１種類で、フォント情報が付いた文字
情報を含み、
　該フォント情報が付いた文字情報について、前記作成ステップで作成する前記画像デー
タは、前記種類毎に、前記和集合が示す情報として前記和集合を占有する所定画像又は該
和集合を含む領域を占有する所定画像を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデー
タであることを特徴とするデータ作成方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のデータ作成方法において、
　前記埋込領域に埋め込まれる情報は、少なくとも１種類で画像情報を含み、
　該画像情報について、前記作成ステップで作成する前記画像データは、前記種類毎に、
前記和集合が示す情報として前記和集合を占有する所定画像又は該和集合を含む領域を占
有する所定画像を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴と
するデータ作成方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のデータ作成方法において、さらに、
　前記操作部が、前記複数セットの全てについて印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷
を行う全処理操作を受け付ける全処理受付ステップと、
　該全処理受付ステップで前記全処理操作を受け付けた際に、前記データ読み取り部が、
前記複数セットの情報を読み出す全セット読出ステップと、
　前記プレビュー表示制御部又は前記印刷処理部が、前記複数セットのそれぞれについて
のプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データ群を作成する全セット作成ステップと
、
を有し、
　前記全セット作成ステップで作成する前記画像データ群は、前記全セット読出ステップ
で読み出された情報、又は前記全セット読出ステップで読み出された情報を印刷する際に
必要な印刷領域に対応した所定画像を、前記テンプレート文書ファイルの対応する埋込領
域に埋め込んだ状態を示すデータ群であることを特徴とするデータ作成方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載のデータ作成方法において、さらに、
　前記操作部が、前記受付ステップ、前記読出ステップ、及び前記作成ステップで前記画
像データを作成させる第１処理モードと、前記全処理受付ステップ、前記全セット読出ス
テップ、及び全セット作成ステップで前記画像データ群を作成させる第２処理モードとを
切り替える切替操作を受け付ける切替ステップを有することを特徴とするデータ作成方法
。
【請求項１１】
　埋め込まれる情報によって印刷サイズが変わる埋込領域を１つ以上有するテンプレート
文書ファイルから複数の文書ファイルを作成し、印刷を行う文書作成システムにおける、
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データ作成システムであって、
　前記文書作成システムは、１つの文書ファイルにつき、各埋込領域のそれぞれに対応づ
けられた種類の情報を各埋込領域に埋め込んで作成を行い、且つ各種類の情報でなるセッ
トを複数セット分に対応させることで前記複数の文書ファイルを作成し、
　前記データ作成システムは、
　作成される文書ファイルについて共通の、印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷を行
う操作を受け付ける操作部と、
　該操作部で前記操作を受け付けた際に、前記複数セットについて種類毎に情報を読み出
すデータ読み取り部と、
　１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データを作成するプレビュー表示制御
部又は印刷処理部と、
を有し、
　前記プレビュー表示制御部又は印刷処理部で作成する前記画像データは、前記種類毎に
、前記データ読み取り部で読み出された情報を印刷する際に必要な印刷領域の和集合を算
出して該和集合を示す情報を前記テンプレート文書ファイルの対応する埋込領域に埋め込
んだ状態を示すデータであることを特徴とするデータ作成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テンプレート文書ファイルに情報を埋め込んで作成する文書ファイルについ
て、印刷プレビュー表示やテスト印刷を行うための画像データを作成するデータ作成方法
及びデータ作成システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、テンプレート文書ファイルにおける例えば名前、住所欄などの埋め込み項目
の領域に、データベース等に保存された複数の顧客の名前や住所、製品価格など埋め込ん
だ文書ファイルを生成、印刷出力する技術が知られている。例えば、バリアブル印刷やあ
る種の帳票印刷、データ差し込み印刷などがそれに該当する。
【０００３】
　バリアブル印刷では、データベース中の文字列をテンプレート上で指定される位置に埋
め込む。この場合、データベースの文字列がテンプレートで指定される左右枠を超えると
改行されるので、氏名と住所が上下に位置していた場合など、氏名の文字列が長すぎて住
所の文字がその下の本文にはみ出すといったケースが生じる虞があった。
【０００４】
　図１７は、従来のバリアブル印刷の実行例を示す図である。文書ファイルが氏名の埋込
領域と住所の埋込領域の下に本文があるような文書のファイルであり、且つ氏名の埋込領
域と住所の埋込領域との合計が３行以下であれば本文に重ならないが、４行以上であれば
重なるレイアウトになっているものとする。この場合、図１７（Ａ）で示す印刷結果１０
０のように、氏名の埋込領域１００ａと住所の埋込領域１００ｂの合計の行数が２行であ
れば本文の印刷領域１００ｃと重ならない。また、図１７（Ｂ）で示す印刷結果１０１の
ように、氏名の埋込領域１０１ａと住所の埋込領域１０１ｂの合計の行数が３行であれば
本文の印刷領域１０１ｃと重ならない。しかし、図１７（Ｃ）で示す印刷結果１０２のよ
うに、氏名の埋込領域１０２ａと住所の埋込領域１０２ｂの合計の行数が４行であれば本
文の印刷領域１０２ｃに住所の印刷領域がはみ出して、本文と住所とが重なって印刷され
てしまう。
【０００５】
　ここで重要なのは、単に氏名が一番長くなるような文書ファイルのみを抽出しても問題
があるか否かを判別できないし、住所が一番長くなるような文書ファイルのみを抽出して
も問題があるか否かを判別できないことである。例えば氏名が２行になっても、住所が１
行であれば想定した３行の枠内に納まっており問題にならない。逆に住所が２行でも氏名
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が１行なら問題にならない。図１７の例で言うと、図１７（Ｂ）での氏名の文字列長さは
図１７（Ｃ）での氏名の文字列より長いが、本文との重なりが問題になるのは図１７（Ｃ
）の例である。
【０００６】
　従って、このような印刷においては、全部の文書ファイルが正しく印刷されるかどうか
を確認するために、生成された文書ファイル全てを画面上でプレビュー表示して確認する
作業が必要であった。
　このような課題を解決するための技術として、特許文献１には、可読性に問題のある箇
所を判定するシステムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－２７２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述のように、バリアブル印刷などの際に正しく印刷されるか否かを確認するためのプ
レビュー表示又はテスト印刷を行う場合、生成された全ページ分のプレビュー表示又はテ
スト印刷を行って、正しく印刷されるかどうかを確認する必要がある。
【０００９】
　しかしながら、プレビュー表示及びその確認作業は、部数の多い場合には大変に時間の
かかる作業であり、作業者の負担が大きく、時間がかる上にミスも多い作業となる。また
、テスト印刷及びその確認作業も、部数の多い場合には費用、時間、作業者負担、環境配
慮など多くの面において、現実的ではなかった。結果として、十分な確認作業が行われな
いまま印刷が行われ、文字の切れや重なり、判読不能などの事態が発生することもしばし
ばであった。
　また、特許文献１に記載の技術のような可読性に問題のある箇所を判定するようなシス
テムは、現実には判定精度を高く実装することが容易ではなく、信頼性が低い上に、信頼
性を向上しようとすれば、処理時間が長くなるといった問題もあった。
【００１０】
　本発明は、上述のような実状に鑑みてなされたものであり、その目的は、１つの文書フ
ァイルにつきテンプレート文書ファイルに複数種類の情報を埋め込んで、且つ複数の情報
のセットに基づき複数の文書ファイルを作成する場合、全ての文書ファイルについて埋め
込みによる情報の印刷領域の重なりが生じないことが確実に事前確認できるような、プレ
ビュー表示又はテスト印刷を行うことが可能なデータ作成方法及びデータ作成システムを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、埋め込まれる情報によって印
刷サイズが変わる埋込領域を１つ以上有するテンプレート文書ファイルから複数の文書フ
ァイルを作成し、印刷を行う文書作成システムにおいて、作成する文書ファイルについて
の、印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷のための画像データを作成するデータ作成方
法であって、前記文書作成システムは、１つの文書ファイルにつき、各埋込領域のそれぞ
れに対応づけられた種類の情報を各埋込領域に埋め込んで作成を行い、且つ各種類の情報
でなるセットを複数セット分に対応させることで前記複数の文書ファイルを作成し、前記
データ作成方法は、操作部が、作成される文書ファイルについて共通の、印刷前のプレビ
ュー表示又はテスト印刷を行う操作を受け付ける受付ステップと、該受付ステップで前記
操作を受け付けた際に、データ読み取り部が、前記複数セットについて種類毎に情報を読
み出す読出ステップと、プレビュー表示制御部又は印刷処理部が、１つのプレビュー表示
用又はテスト印刷用の画像データを作成する作成ステップと、を有し、前記作成ステップ
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で作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記読出ステップで読み出された情報を印
刷する際に必要な印刷領域の和集合を算出して該和集合を示す情報を前記テンプレート文
書ファイルの対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴としたも
のである。
【００１２】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記埋込領域に埋め込まれる情報は、少
なくとも１種類で、フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテキスト情
報を含み、該フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテキスト情報につ
いて、前記作成ステップは、前記種類毎に、前記読出ステップで読み出されたテキスト情
報から印刷する際に最も長い印刷領域が必要なテキスト情報を抽出する抽出ステップを有
し、前記作成ステップで作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記抽出ステップで
抽出された最も長い印刷領域を前記和集合として算出して、前記和集合を示す情報として
該最も長い印刷領域が必要なテキスト情報を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示す
データであることを特徴としたものである。
【００１３】
　第３の技術手段は、第２の技術手段において、前記フォント情報を含まないか又は等幅
フォントが指定されたテキスト情報について、前記作成ステップで作成する前記画像デー
タは、前記種類毎に、前記和集合を示す情報として、前記最も長い印刷領域が必要なテキ
スト情報に対応した長さの所定文字列又は所定図形の画像、若しくは前記最も長い印刷領
域が必要なテキスト情報に対応した長さより長い所定文字列又は所定図形の画像を、対応
する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴としたものである。
【００１４】
　第４の技術手段は、第２又は第３の技術手段において、前記フォント情報を含まないか
又は等幅フォントが指定されたテキスト情報について、前記抽出ステップは、前記最も長
い印刷領域を、前記テキスト情報の文字列のバイト数に基づいて、若しくは前記テキスト
情報の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の横幅と間隔の合計長さに基づいて
、抽出することを特徴としたものである。
【００１５】
　第５の技術手段は、第１～第４のいずれか１の技術手段において、前記埋込領域に埋め
込まれる情報は、少なくとも１種類で数値情報を含み、該数値情報について、前記作成ス
テップは、前記種類毎に、前記読出ステップで読み出された数値情報を対応する埋込領域
で規定される数値表現の文字列に変換して印刷する際に最も長い印刷領域が必要な数値情
報を抽出する抽出ステップを有し、前記作成ステップで作成する前記画像データは、前記
種類毎に、前記抽出ステップで抽出された最も長い印刷領域を前記和集合として算出して
、前記和集合を示す情報として前記数値情報を前記数値表現の文字列に変換した情報を、
対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴としたものである。
【００１６】
　第６の技術手段は、第５の技術手段において、前記数値情報について、前記抽出ステッ
プは、前記最も長い印刷領域を、前記数値情報を前記数値表現の文字列に変換した情報の
文字列のバイト数に基づいて、若しくは前記変換した情報の文字列における、埋込領域へ
の埋込時の各文字の横幅と間隔の合計長さに基づいて、抽出することを特徴としたもので
ある。
【００１７】
　第７の技術手段は、第１～第６のいずれか１の技術手段において、前記埋込領域に埋め
込まれる情報は、少なくとも１種類で、フォント情報が付いた文字情報を含み、該フォン
ト情報が付いた文字情報について、前記作成ステップで作成する前記画像データは、前記
種類毎に、前記和集合が示す情報として前記和集合を占有する所定画像又は該和集合を含
む領域を占有する所定画像を、対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであるこ
とを特徴としたものである。
【００１８】
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　第８の技術手段は、第１～第７のいずれか１の技術手段において、前記埋込領域に埋め
込まれる情報は、少なくとも１種類で画像情報を含み、該画像情報について、前記作成ス
テップで作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記和集合が示す情報として前記和
集合を占有する所定画像又は該和集合を含む領域を占有する所定画像を、対応する埋込領
域に埋め込んだ状態を示すデータであることを特徴としたものである。
【００１９】
　第９の技術手段は、第１～第８のいずれか１の技術手段において、さらに、前記操作部
が、前記複数セットの全てについて印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷を行う全処理
操作を受け付ける全処理受付ステップと、該全処理受付ステップで前記全処理操作を受け
付けた際に、前記データ読み取り部が、前記複数セットの情報を読み出す全セット読出ス
テップと、前記プレビュー表示制御部又は前記印刷処理部が、前記複数セットのそれぞれ
についてのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データ群を作成する全セット作成ス
テップと、を有し、前記全セット作成ステップで作成する前記画像データ群は、前記全セ
ット読出ステップで読み出された情報、又は前記全セット読出ステップで読み出された情
報を印刷する際に必要な印刷領域に対応した所定画像を、前記テンプレート文書ファイル
の対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータ群であることを特徴としたものである
。
【００２０】
　第１０の技術手段は、第９の技術手段において、さらに、前記操作部が、前記受付ステ
ップ、前記読出ステップ、及び前記作成ステップで前記画像データを作成させる第１処理
モードと、前記全処理受付ステップ、前記全セット読出ステップ、及び全セット作成ステ
ップで前記画像データ群を作成させる第２処理モードとを切り替える切替操作を受け付け
る切替ステップを有することを特徴としたものである。
【００２１】
　第１１の技術手段は、埋め込まれる情報によって印刷サイズが変わる埋込領域を１つ以
上有するテンプレート文書ファイルから複数の文書ファイルを作成し、印刷を行う文書作
成システムにおける、データ作成システムであって、前記文書作成システムは、１つの文
書ファイルにつき、各埋込領域のそれぞれに対応づけられた種類の情報を各埋込領域に埋
め込んで作成を行い、且つ各種類の情報でなるセットを複数セット分に対応させることで
前記複数の文書ファイルを作成し、前記データ作成システムは、作成される文書ファイル
について共通の、印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷を行う操作を受け付ける操作部
と、該操作部で前記操作を受け付けた際に、前記複数セットについて種類毎に情報を読み
出すデータ読み取り部と、１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データを作成
するプレビュー表示制御部又は印刷処理部と、を有し、前記プレビュー表示制御部又は印
刷処理部で作成する前記画像データは、前記種類毎に、前記データ読み取り部で読み出さ
れた情報を印刷する際に必要な印刷領域の和集合を算出して該和集合を示す情報を前記テ
ンプレート文書ファイルの対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータであることを
特徴としたものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、１つの文書ファイルにつきテンプレート文書ファイルに複数種類の情
報を埋め込んで、且つ複数の情報のセットに基づき複数の文書ファイルを作成する場合に
、全ての文書ファイルについて埋め込みによる情報の印刷領域の重なりが生じないことが
確実に事前確認できるような、プレビュー表示又はテスト印刷を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係るデータ作成方法を実行するための文書作成システムの一構成例を示
すブロック図である。
【図２】図１の文書作成システムにおいて予め記憶された若しくは作成されたテンプレー
ト文書ファイルの一例を示す図である。
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【図３】図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された文書
ファイルの例を示す図である。
【図４】図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された文書
ファイルの他の例を示す図である。
【図５】図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された、プ
レビュー表示用又はテスト印刷用の画像データの例を示す図である。
【図６】図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された、プ
レビュー表示用又はテスト印刷用の画像データの他の例を示す図である。
【図７】図１の文書作成システムにおけるプレビュー表示処理の一例を説明するためのフ
ロー図である。
【図８】図７に続くフロー図である。
【図９】本発明に係るデータ作成方法を実行するための文書作成システムの他の構成例を
示すブロック図である。
【図１０】図９の文書作成システムにおいて予め記憶された若しくは作成されたテンプレ
ート文書ファイルの一例を示す図である。
【図１１】図１０のテンプレート文書ファイルに埋め込む対象となる画像情報の対応表の
一例を示す図である。
【図１２】図１１の対応表における画像情報の例を示す図である。
【図１３】図１０のテンプレート文書ファイルから図９の文書作成システムで作成された
文書ファイルの例を示す図である。
【図１４】図１０のテンプレート文書ファイルから図９の文書作成システムで作成された
文書ファイルの他の例を示す図である。
【図１５】図１０のテンプレート文書ファイルに図９の文書作成システムで埋め込まれる
画像情報の一例を示す図である。
【図１６】図１０のテンプレート文書ファイルから図９の文書作成システムで図１５の画
像情報が埋め込まれて作成された、プレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データの例
を示す図である。
【図１７】従来のバリアブル印刷の実行例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明に係るデータ作成方法は、埋め込まれる情報によって印刷サイズが変わる埋込領
域（可変印刷箇所）を１つ以上有するテンプレート文書ファイルから複数の文書ファイル
（ドキュメントファイル）を作成し、印刷を行う文書作成システムにおいて、作成する文
書ファイルについての、印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷（試し刷り）のための画
像データを作成する方法である。ここで、上記文書作成システムは、１つの文書ファイル
につき、テンプレート文書ファイルにおける各埋込領域のそれぞれに対応づけられた種類
の情報を、各埋込領域に埋め込んで作成を行い、且つ各種類の情報でなるセットを複数セ
ット分に対応させることで複数の文書ファイルを作成するシステムである。つまり、この
文書作成システムは、情報（可変情報）を埋め込むことのできる埋込領域を一つ以上持つ
テンプレート文書ファイルについて、そのテンプレート文書ファイルの埋込領域のそれぞ
れに情報が種類毎に対応づけられており、複数のセット（１セットが各種類の情報で構成
される）を埋込領域に埋め込んで複数の文書ファイルを生成することができるシステムで
ある。セット数がｎ個の場合には文書ファイルもｎ個作成できる。
【００２５】
　図１は、本発明に係るデータ作成方法を実行するための文書作成システムの一構成例を
示すブロック図で、図２は、図１の文書作成システムにおいて予め記憶された若しくは作
成されたテンプレート文書ファイルの一例を示す図である。また、図３は、図２のテンプ
レート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された文書ファイルの例を示す図
であり、図４は他の例を示す図である。
【００２６】
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　図１で例示する文書作成システムは、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）１にデータベー
スサーバ２と印刷装置３とが接続されてなり、本発明に係るデータ作成方法は主にＰＣ１
内の記憶装置に格納したプログラム及びそのプログラムを実行するためのＣＰＵ、ＲＡＭ
等のハードウェアで実行される。つまり、以下に説明する本発明に係るデータ作成機能は
プログラムとしてＰＣ１等の汎用コンピュータに実装することができる。
【００２７】
　ＰＣ１には、ＰＣ１上で動作する、印刷を行うことのできるアプリケーション（以下、
印刷アプリケーションと呼ぶ）１０と、印刷を行うためのプリンタドライバ１６とがイン
ストールされている。印刷アプリケーション１０は、テンプレート読み込み部１１、プレ
ビュー表示制御部１２、印刷処理部１３、データ読み取り部１４、及びバリアブル（可変
）データ作成部１５を備える。また、データベースサーバ２には、全ての種類について１
つずつの情報を集めたものを（つまり１種類につき１情報で且つ全種類の情報を）１セッ
トとして、複数のセットがバリアブルデータテーブル（バリアブルデータベース）２０と
して記憶されている。また、印刷装置３としては、印刷機能のみの装置であっても、他の
機能（例えばＦＡＸ等）も有する複合機であってもよい。
【００２８】
　ここで、バリアブルデータテーブル２０としては、氏名の情報、住所の情報、ポイント
の情報の合計３種類の情報を格納した顧客データベースを例に挙げて説明するが、本発明
では、埋め込む情報の種類は問わず、また４種類以上の情報についても同様に適用できる
。また、バリアブルデータテーブル２０は、ＳＱＬサーバなどのデータベースサーバであ
っても、単なるテキストファイルなど、データベース形式でなくてもよい。但し、上記複
数のセットはデータベース形式で記憶されていることが情報読み出しの点や管理の点で好
ましい。また、バリアブルデータテーブル２０は同じＰＣ１上にあっても構わないが、説
明のために仮にＰＣ１からアクセス可能なデータベースサーバ２とする。また、データベ
ースサーバ２が複合機としての印刷装置３に組み込まれたシステム構成や、ＰＣ１内にデ
ータベースサーバ２が具備される構成など、本発明で適用される文書作成システムは様々
な構成例が適用できる。なお、ここではバリアブル印刷が可能な構成例についてのみ説明
するが、少なくとも１箇所の可変の埋込領域を含んでいれば、ある種の帳票印刷やデータ
差し込み印刷なども処理は基本的に同じである。
【００２９】
　ＰＣ１における印刷アプリケーション１０での処理について説明する。印刷アプリケー
ション１０は、実装したテンプレート読み込み部１１を用いて印刷アプリケーション１０
上にテンプレート文書ファイルを読み込む。なお、テンプレート文書ファイルは、文書作
成システムで作成されたファイルであっても、外部で作成されこの文書作成システム内に
格納されたファイルであっても、テンプレート読み込み部１１で読み込み可能であればよ
い。さらにＰＣ１は、そのモニタ上に、読み込んだテンプレート文書ファイルを表示する
ことが好ましい。上記文書作成システムについて説明したように、このテンプレート文書
ファイルは少なくとも一箇所の文字列や画像を埋め込むことのできる部分（埋込領域）を
持ち、また、データベースやデータファイルなどから一連の情報を次々に読み取ってテン
プレート文書ファイルに埋め込むことによって、複数の文書ファイルを生成し、印刷する
ことができる。
【００３０】
　本例におけるテンプレート文書ファイルは、上述のように氏名（顧客名）と住所、ポイ
ントを埋め込むための埋込領域を３箇所持つものとする。埋込領域は、バリアブル印刷を
行う箇所であり、「可変情報欄」とも呼べる。テンプレート文書ファイルとして、図２に
示すテンプレート文書ファイル５０を例に挙げる。テンプレート文書ファイル５０には、
名前の埋込領域５０ａ、住所の埋込領域５０ｂ、ポイントの埋込領域５０ｃを有する他、
埋込領域５０ａの左に「名前」の文字、埋込領域５０ａの右に「様」の文字、埋込領域５
０ｂの左に「住所」の文字が、埋込領域ｃの左に「現在のポイント」の文字、埋込領域ｃ
の右に「ポイント」の文字がそれぞれ記述され、また、埋込領域５０ｂと埋込領域５０ｃ
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との間に案内の定型文章が記述されている。
【００３１】
　上述の文書作成システムでは、ユーザが、テンプレート文書ファイル５０の指定を行う
と共に、各埋込領域にデータを入れるために印刷アプリケーション１０に対して使用する
バリアブルデータテーブル２０を指示することで、複数の文書ファイルの作成・印刷や、
本発明に係るプレビュー表示又はテスト印刷が可能な状態になる。
【００３２】
　まず、テンプレート文書ファイル５０から複数の文書ファイルを作成・印刷する処理に
ついて説明する。印刷アプリケーション１０上（又はプリンタドライバ１６上）のＵＩで
、全文書ファイルの作成（又は作成及び印刷）の実行を選択すると、バリアブルデータ作
成部１５が、テンプレート読み込み部１１で読み込まれたテンプレート文書ファイル５０
と、データ読み取り部１４で読み取ったバリアブルデータテーブル２０内の情報のセット
とに基づき、全ての文書ファイルを作成し、印刷も実行する場合には印刷処理部１３がこ
の全ての文書ファイルをプリンタドライバ１６に渡して、印刷指示する。プリンタドライ
バ１６に印刷対象の文書ファイルを印刷データに変換して、印刷装置３に渡して印刷指示
し、印刷装置３が印刷を実行する。
【００３３】
　バリアブルデータテーブル２０に次の２件の住所録Ａ，Ｂが記述されていた場合を挙げ
て、印刷処理の具体例について説明する。各住所録には、名前、宛先、及びポイントの情
報が含まれるものとする。そして、住所録Ａとしては、名前「特許太郎」、住所「大阪府
大阪市阿倍野○○」、ポイント「１０００００」が記述され、住所録Ｂとしては、名前「
印刷三四郎」、住所「東京都港区○×△」、ポイント「１５００」が記述されている。
【００３４】
　この場合、埋込領域５０ａに名前、埋込領域５０ｂに住所、埋込領域５０ｃにポイント
（区切り文字「，」を使用）を入れて、住所録Ａに対して図３に示す印刷イメージ５１の
ような文書ファイルを、住所録Ｂに対して図４に示す印刷イメージ５２のような文書ファ
イルを作成して印刷することになる。つまり、この例では合計２つの文書ファイルを作成
、印刷することになる。なお、印刷イメージ５１においては、埋込領域５０ａ，５０ｂ，
５０ｃにそれぞれ、「特許太郎」の文字列５１ａ、「大阪府大阪市阿倍野○○」の文字列
５１ｂ、ポイント「１００，０００」の文字列５１ｃが印刷されることになる。同様に、
印刷イメージ５２においては、埋込領域５０ａ，５０ｂ，５０ｃにそれぞれ、「印刷三四
郎」の文字列５２ａ、「東京都港区○×△」の文字列５２ｂ、ポイント「１，５００」の
文字列５２ｃが印刷されることになる。
【００３５】
　次に、図５を併せて参照しながら、本発明に係るプレビュー表示又はテスト印刷の一例
について説明する。図５は、図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システ
ムで作成された、プレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データの例を示す図である。
本発明では、印刷アプリケーション１０（又はプリンタドライバ１６）上のユーザインタ
ーフェース（ＵＩ）で、印刷前に印刷確認用サンプルのプレビュー表示又はテスト印刷を
行うことが可能となっている。なお、特に詳述しないが、プリンタドライバ１６上のＵＩ
で印刷前にプレビュー表示又はテスト印刷を行うことが可能に構成されている場合も、プ
リンタドライバ１６上のＵＩは印刷アプリケーション１０から読み出される。
【００３６】
　プレビュー表示の制御はプレビュー表示制御部１２がＰＣ１におけるモニタに対して行
い、テスト印刷の制御は印刷処理部１３がプリンタドライバ１６に対して行う。プレビュ
ー表示制御自体やテスト用の印刷制御自体は既知の技術を用いればよいが、本発明は、バ
リアブルデータ作成部１５がこれらの制御の対象となる文書ファイルを作成するための、
埋込領域に埋め込む情報の選択の方法に主たる特徴がある。
【００３７】
　つまり、本発明は、プレビュー表示又はテスト印刷時に埋込対象として選択する情報に
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、主たる特徴がある。本発明では、少なくとも問題の起こる可能性の高い情報が選択され
るような処理にする。そのため、本発明に係るデータ作成方法は、次に説明する受付ステ
ップ、読出ステップ、及び作成ステップを有する。
【００３８】
　まず、受付ステップは、操作部が、作成される文書ファイルについて共通の、印刷前の
プレビュー表示又はテスト印刷を行う操作を受け付けるステップである。ここで、操作部
とは図１の例ではＰＣ１の操作部であり、より具体的にはマウスやキーボードなどの入力
装置を指す。読出ステップは、受付ステップで上記操作を受け付けた際に、データ読み取
り部１４が、上記複数セットについて種類毎に情報を読み出すステップである。
【００３９】
　作成ステップは、バリアブルデータ作成部１５が、種類毎に、読出ステップで読み出さ
れた情報を印刷する際に必要な印刷領域（印刷に必要なサイズの領域）の和集合を算出し
てその和集合を示す情報をテンプレート文書ファイルの対応する埋込領域に埋め込み、１
つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の文書ファイルを作成する。和集合の算出はまず
必要な印刷領域の算出を行って、和集合をとればよい。このように、作成ステップによっ
て各埋込領域には、対応する種類毎の和集合が埋め込まれる。以下、作成ステップにおけ
るバリアブルデータ作成部１５が実行するこの埋込処理のステップを「埋込ステップ」と
呼び、分けて説明する。ここで、印刷する際に必要な印刷領域とは、読出ステップで読み
出した情報を、対応する埋込領域（基本的に、フォント情報も含めて書式が決まっている
）で印刷する際に必要な領域を指す。また、フォント情報には、フォントの種類、フォン
トのサイズ、フォントの色などを示す情報や、文字幅と文字間隔を示す情報（等幅フォン
トなのかプロポーショナルフォントなのかを示す情報も含む）が含まれる。書式には、フ
ォント情報の他に、アンダーライン等の文字飾りなどが含まれる。そして、作成ステップ
は、プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３が、埋込ステップによる埋込で作成さ
れたプレビュー表示用又はテスト印刷用の文書ファイルについて、１つのプレビュー表示
又はテスト印刷のための画像データを作成する。
【００４０】
　なお、ここでの説明及び以降の説明では、埋込ステップについて説明したように、バリ
アブルデータ作成部１５が１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の文書ファイルの作
成してから、その画像データを作成することを前提としている。但し、この例に限らず、
文書ファイルの作成を経ずに直接、プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３が同様
の１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データを作成するようにしてもよい。
【００４１】
　まず、埋込領域に埋め込まれる情報が、少なくとも１種類で、且つフォント情報を含ま
ないテキスト情報か又は等幅フォントが指定されたテキスト情報を含む場合について説明
する。等幅フォントが指定されたテキスト情報には、フォントの種類、サイズ、色の情報
などが含まれていてもよい。フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテ
キスト情報について、埋込ステップは、種類毎に、読出ステップで読み出されたテキスト
情報から印刷する際に最も長い印刷領域が必要なテキスト情報を抽出する抽出ステップを
有し、種類毎に、抽出ステップで抽出された最も長い印刷領域を和集合として算出して、
和集合を示す情報として上記最も長い印刷領域が必要なテキスト情報を、対応する埋込領
域に埋め込む。つまり、各埋込領域への埋め込みは、抽出されたそれぞれの最も長い印刷
領域を示す情報（埋め込み用データ）を対応の埋込領域に埋め込むことを意味する。
【００４２】
　印刷時に図３の印刷イメージ５１と図４で示す印刷イメージ５２のようになる情報が存
在する場合、情報５１ａと情報５２ａとのうち最も印刷領域が長い方のテキスト情報（こ
の例では、情報５２ａ）と、情報５１ｂと情報５２ｂとのうち最も印刷領域が長い方のテ
キスト情報（この例では、情報５１ｂ）と、情報５１ｃと情報５２ｃとのうち最も印刷領
域が長い方のテキスト情報（この例では、情報５１ｃ）とが、抽出ステップで抽出され、
それぞれテンプレート文書ファイルの埋込領域５０ａ、埋込領域５０ｂ、埋込領域５０ｃ
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に埋め込まれることになる。
【００４３】
　そしてこの例では、作成ステップにより、図５で示す画像データ５３が作成される。画
像データ５３では、情報５２ａ、情報５１ｂ、情報５１ｃがそれぞれ埋込領域５３ａ、埋
込領域５３ｂ、埋込領域５３ｃに対応する位置に埋め込まれていることが分かる。このよ
うな画像データ５３がプレビュー表示又はテスト印刷されることになる。
【００４４】
　このように、本発明におけるプレビュー表示・テスト印刷では、上述の例で言うところ
の最も長い名前、最も長い住所、及び最も長いポイントを組み合わせたものをプレビュー
イメージ用の情報として用いている。画像データ５３では、最も長い名前と最も長い住所
の組み合わせを用いているため、文字が印刷範囲を超える場合や、文字が重なってしまう
場合をチェックするのに役立つ。このように、名前、宛先など情報の種類毎に最も長いデ
ータを組み合わせた場合のみのプレビュー表示又はテスト印刷を行うことで、全部の文書
ファイルを確認せずとも文字の切れ、重なりが起こるかどうかを確認することができる。
【００４５】
　画像データ５３において、名前と住所の対応関係は失われているが、画像データ５３は
あくまでもプレビュー表示・テスト印刷用であり、このままの文書ファイルを最終的な印
刷結果として用いるということではないため、問題ない。従って、ユーザはプレビューや
テスト印刷後、埋込領域のフォント等の書式を変更したり、埋込領域以外のデータを編集
し、再度、プレビューやテスト印刷して、全てのセットの情報で問題なく印刷できること
を確かめてから実際の印刷を実行することができる。
【００４６】
　また、ここではフォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定された例を挙げてい
るため、単純に文字数が多いものを長い文字列（つまり長い印刷領域を必要とする文字列
）とし、単なる文字数だけで長さを比較しているが、基本的に埋込領域の書式での埋め込
まれるため、テキスト情報の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の横幅と間隔
の合計長さを比較するようにしても比較結果は同じである。つまり、抽出ステップは、文
字列のバイト数に基づいて最も長い印刷領域となるテキスト情報を抽出する代わりに、各
文字の横幅と間隔の合計による文字列の長さに基づいて、最も長い印刷領域となるテキス
ト情報を抽出する（テキスト情報の長さを比較する）ようにしてもよい。
【００４７】
　ここで、ポイントの情報についての図示に基づき、埋込領域に埋め込まれる情報が少な
くとも１種類で数値情報を含む場合について説明する。情報の埋め込みは、区切り記号な
どの情報を付加して埋め込んでもよい。そのためには、上述した各例において、区切り記
号など、埋込領域に予め設定されたフォント情報等の書式を反映して埋め込んで画像デー
タを作成してもよいし、若しくは区切り記号などの場合には区切り記号も加えたときに最
も長い印刷領域を必要とするポイント情報が抽出されるようにして埋め込みを行ってもよ
い。
【００４８】
　後者の処理のように、埋込領域に埋め込まれる情報は数値情報を含むようにしてもよい
。つまり、本発明は、数値情報が埋め込まれる場合にも対応させることが好ましい。そし
て、数値情報について、埋込ステップは、種類毎に、読出ステップで読み出された数値情
報を対応する埋込領域で規定される数値表現の文字列（区切り、単位、符号等を表す記号
を含めた文字列）に変換して印刷する際に最も長い印刷領域が必要な数値情報を抽出する
抽出ステップを有し、種類毎に、抽出ステップで抽出された最も長い印刷領域を「和集合
」として算出して、「和集合を示す情報」として上記数値情報を上記数値表現の文字列に
変換した情報を、対応する埋込領域に埋め込むことが好ましい。例えば、数値情報が１６
進数で保存された情報であった場合に、１０進数に変換して印刷する場合や数値に区切り
記号等を追加する場合などに対応することができる。
　また、フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテキスト情報について
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説明した通り、数値情報についても、上記抽出ステップは、最も長い印刷領域を、上記数
値情報を上記数値表現の文字列に変換した情報の文字列のバイト数に基づいて、若しくは
上記変換した情報の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の横幅と間隔の合計長
さに基づいて、抽出するようにしてもよい。
【００４９】
　次に、図６を併せて参照しながら他の作成方法で作成した画像データの例を説明する。
図６は、図２のテンプレート文書ファイルから図１の文書作成システムで作成された、プ
レビュー表示用又はテスト印刷用の画像データの他の例を示す図である。
【００５０】
　図５を参照して説明した例では、最も長い印刷領域を必要とする文字列をそのまま用い
ることを前提に説明した。この処理で生成された画像データ５３は、どの情報で問題が起
こるかを知る上で参考とはなるが、文字の形状などにより、文字の重なりなどの問題を発
見できない可能性がある。そのような場合に備えて、文字を矩形で置き換えてしまうこと
も考えられる。
【００５１】
　つまり、埋込ステップは、埋込領域に埋め込まれる情報がフォント情報を含まないか又
は等幅フォントが指定されたテキスト情報である場合、種類毎に、「和集合を示す情報」
として、最も長い印刷領域が必要なテキスト情報に対応した長さの所定文字列又は所定図
形の画像を、対応する埋込領域に埋め込むことが好ましい。なお、所定図形の高さは文字
列と同じに決まっているものとする。埋め込む情報は、代わりに、最も長い印刷領域が必
要なテキスト情報に対応した長さより長い所定文字列又は所定図形の画像としてもよい。
いずれにしても、最も長い印刷領域が必要なテキスト情報の代替画像を、対応する埋込領
域に埋め込むことになる。ここで、テキスト情報とは、数値をテキストで表現した情報と
して埋め込む場合についても含むものとする。なお、「フォント情報を含まないか又は等
幅フォントが指定されたテキスト情報」ではない情報が埋め込まれる他の埋込領域につい
ては、この処理を適用しなければ済み、同様のことは数値情報や後述するフォント情報が
付いたテキスト情報や画像情報についても言える。
【００５２】
　例えば、画像データ５３における埋込領域５３ａ，５３ｂ，５３ｃで示す文字列の代わ
りにそれぞれ別の図形（ここでは全角文字は最大フォント幅に合わせた矩形、半角文字は
半角アルファベットのＩ）で置き換え、結果として図６で示す埋込領域５４ａ，５４ｂ，
５４ｃで示すような画像を含む画像データ５４を作成することができる。このように、画
像データ５３に使用したのと同じ情報セットが用いられると、名前は最大５文字、住所は
最大１１文字、ポイントは半角７文字で示される画像データ５４が作成される。
【００５３】
　ここでは、矩形は全て等幅であるが、抽出されたテキスト情報等のフォント情報（埋込
領域にフォント情報が設定されている場合にはそのフォント情報）としてプロポーショナ
ルフォントを用いている場合には、文字幅に応じた幅としてもよい。その他、矩形に見や
すいように色を付けたり、半透明にしたり、枠線で囲ったり、何らかのマーキングをした
りなどしてもよい。また、文字間についても、空白のままにしておいてもよいし、全体が
一つの連続した図形となるように間を埋めて表示してもよい。このように、元となるテキ
スト情報を矩形文字で置き換えることにより、元々テキスト情報で空白だった部分につい
ても文字が重ならないことを確認することができる。また、この代替画像を用いる例でも
、抽出ステップは、最も長い印刷領域を、テキスト情報の文字列のバイト数に基づいて抽
出してもよいし、テキスト情報の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の横幅と
間隔の合計長さに基づいて抽出してもよい。
【００５４】
　次に、図７及び図８を参照しながら、本発明に係るプレビュー表示処理の一例について
その流れを説明する。なお、ここで説明する「プレビュー表示」の代わりに「テスト印刷
の印刷装置３への指示及び印刷装置３でのテスト印刷」を実行すれば、テスト印刷は実行
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できるため、テスト印刷については特に説明しない。図７は、図１の文書作成システムに
おけるプレビュー表示処理の一例を説明するためのフロー図で、図８は、図７に続くフロ
ー図である。
【００５５】
　まず、印刷アプリケーションがテンプレート文書ファイルを読み込み（ステップＳ１）
、埋込領域に埋め込むためのデータベースのテーブルを指定する（ステップＳ２）。印刷
アプリケーションが、印刷するユーザ操作を操作部で受け付けたか否かを判定し（ステッ
プＳ３）、受け付けられていない場合には、プレビュー表示する操作が受け付けられたか
否かを判定する（ステップＳ４）。ステップＳ４でＮＯの場合にはステップＳ３へ戻り、
ステップＳ４でＹＥＳの場合には印刷サンプルのみプレビューするように指示があったか
否かを判定する（ステップＳ５）。
【００５６】
　ステップＳ５でＮＯの場合、並びにステップＳ３でＹＥＳの場合、指定されたテーブル
のデータ（各種類の情報でなるセットを複数）を読み取り（ステップＳ６）、読み取った
データをテンプレート文書ファイルに埋め込んで印刷用の文書ファイルを作成し（ステッ
プＳ７）、作成した文書ファイルの印刷又はプレビュー表示を実行する（ステップＳ８）
。なお、プレビュー表示を実行する場合にはデフォルトでプレビュー表示を行うことが規
定されている場合、若しくはステップＳ３でプレビュー表示を印刷前に行うことが操作さ
れた場合に限る。ステップＳ８の処理後、読み出すデータが終わりか否かを判定し（ステ
ップＳ９）、終わりである場合、処理を終了するかステップＳ３へ戻り、終わりでない場
合、ステップＳ６へ戻る。このようにして順次、文書ファイルの作成、プレビュー表示又
は印刷が実行され、最終的に全ての文書ファイルについての処理が完了する。なお、全て
の文書ファイルについて作成してからプレビュー表示又は印刷を行うようにしてもよいし
、この場合にも文書ファイルの作成を経ずに直接、プレビュー表示用又はテスト印刷用の
画像データを作成してプレビュー表示又はテスト印刷の実行を行ってもよい。
【００５７】
　一方、ステップＳ５でＹＥＳの場合、指定されたテーブルのデータを読み取り（図８の
ステップＳ１１）、読み取ったデータはこれまでで一番長い印刷領域が必要な文字列か否
かを判定する（ステップＳ１２）。ステップＳ１２では項目（つまり情報の種類）毎にこ
の判定を行う。ステップＳ１２でＹＥＳの場合、一番長い印刷領域が必要な文字列を項目
毎にメモリに記憶し（ステップＳ１３）、データの終わりか否かを判定する（ステップＳ
１４）。ステップＳ１２でＮＯの場合にはステップＳ１３を経ずにステップＳ１４へ進む
。ステップＳ１４でＮＯの場合にはステップＳ１１へ戻る。なお、ステップＳ１３ではス
テップＳ１２でＹＥＳとなる度に、対象の項目についての文字列が書き換えられることに
なる。ステップＳ１４でＹＥＳの場合には、記憶しておいた項目毎に、一番長い印刷領域
を必要とするデータをテンプレート文書ファイルの各埋込領域に埋め込み、プレビューデ
ータを生成する（ステップＳ１５）。ステップＳ１５では、プレビュー用の文書データを
生成しそれをプレビュー画像のデータ（プレビューデータ）に変換する。ステップＳ１５
の後、プレビュー表示を実行して（ステップＳ１６）、処理を終了するか、若しくは図７
のステップＳ３へ戻る。
【００５８】
　次に、埋込領域に埋め込まれる情報が、少なくとも１種類で、フォント情報（等幅フォ
ントでもよい）が付いた文字情報を含む場合について、また埋込領域に埋め込まれる情報
が少なくとも１種類で画像情報を含む場合について説明する。なお、画像情報は少なくと
も画像サイズという書式が含まれるため、基本的に書式付き文字情報も画像情報も同じよ
うに取り扱うことができる。なお、埋込領域以外のデータも全て画像情報であってもよい
。つまり、本発明で取り扱う文書ファイルは、全て画像のみが貼り付けられるなどにより
組み込まれるファイルであってもよい。
【００５９】
　フォント情報付きの文字情報については、埋込ステップは、種類毎に、和集合が示す情
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報として和集合を占有する所定画像（又はその和集合を含む領域を占有する所定画像、つ
まり所定の代替画像）を、対応する埋込領域に埋め込めばよい。その和集合を含む領域と
はその和集合が示す領域より広い領域である。また、画像情報についても同様に、埋込ス
テップは、種類毎に、和集合が示す情報として和集合を占有する所定画像（又はその和集
合を含む領域を占有する所定画像、つまり所定の代替画像）を、対応する埋込領域に埋め
込む。
【００６０】
　また、フォント情報を含まないか又は等幅フォントが指定されたテキスト情報について
説明したのと同様にフォント情報付きのテキスト情報についても、単純に文字数が多いも
のを長い文字列（つまり長い印刷領域を必要とする文字列）とし、単なる文字数だけで長
さを比較してもよいし、テキスト情報の文字列における、埋込領域への埋込時の各文字の
横幅と間隔の合計長さを比較しても構わない。なお、読み出す情報の書式を反映させるの
であれば埋込領域の書式より優先させることになるため、基本的に埋込領域の書式は気に
せず比較すればよい。つまり、抽出ステップは、文字列のバイト数に基づいて最も長い印
刷領域となるテキスト情報を抽出する代わりに、各文字の横幅と間隔の合計による文字列
の長さに基づいて、最も長い印刷領域となるテキスト情報を抽出する（テキスト情報の長
さを比較する）ようにしてもよい。これにより、書式付きの文字情報毎に文字の横幅と文
字間隔が異なる場合、文字数だけを考慮しても横幅と間隔によっては所定の幅に収まる場
合と収まらない場合があるが、各文字の幅と間隔を合計した長さが最も長い文字列を選定
することで、このような場合にも対応することができる。
【００６１】
　次に、図９～図１６を参照しながら、画像情報やフォント情報付きテキスト情報を埋め
込む場合について具体的に説明する。図９は、本発明に係るデータ作成方法を実行するた
めの文書作成システムの他の構成例を示すブロック図で、図１０は、図９の文書作成シス
テムにおいて予め記憶された若しくは作成されたテンプレート文書ファイルの一例を示す
図である。また、図１１は、図１０のテンプレート文書ファイルに埋め込む対象となる画
像情報の対応表の一例を示す図で、図１２は、図１１の対応表における画像情報の例を示
す図である。図１３は、図１０のテンプレート文書ファイルから図９の文書作成システム
で作成された文書ファイルの例を示す図であり、図１４は他の例を示す図である。
【００６２】
　図９で例示する文書作成システムは、図１で例示した文書作成システムにおいて、さら
にＰＣ１に記憶装置４が接続されたシステムである。そして、図９で例示する印刷アプリ
ケーション１０は、図１で例示した印刷アプリケーション１０におけるデータ読み取り部
１４の代わりにデータベース読み取り部１７を備えている。なお、データベース読み取り
部１７の機能は、データ読み取り部１４の機能に追加して、記憶装置４からのデータを読
み取ることが可能になっている。その他、図１で説明したものと同様の箇所については説
明を省略する。
【００６３】
　図９におけるバリアブルデータテーブル２０としては、氏名の情報、住所の情報、資格
の情報の合計３種類の情報を格納した顧客データベースである例を挙げて説明するが、後
述するように、資格の情報については記憶装置４に関連する情報が記憶されている。
　図１０に例示するテンプレート文書ファイル６０は、氏名、住所、資格、及び認定文を
それぞれ埋め込むための埋込領域６０ａ～６０ｄを持つ。つまり、このテンプレート文書
ファイル６０は、４箇所の埋込領域を持つものとする。また、テンプレート文書ファイル
６０には、一番上の中央の領域に「○×認定証」の文字、名前の埋込領域５０ａの左に「
名前」の文字、埋込領域５０ｂの左に「住所」の文字がそれぞれ記述されている。
【００６４】
　バリアブルデータテーブル２０に次の２件の資格取得者の情報を含む資格取得者リスト
が記述されていた場合を挙げて、印刷処理について説明する。この資格者リストはテンプ
レート文書ファイル６０から利用できるようになっており、上述のように各資格取得者に
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つき、名前、住所、及び資格の情報が記述されている。この資格取得者リストには、名前
が「特許太郎」のセットと名前が「印刷三四郎」のセットとで合計２つのセットが含まれ
る。名前が「特許太郎」のセットについては、住所が「大阪府大阪市阿倍野○○」、資格
が「１級」であることが記述されており、名前が「印刷三四郎」のセットについては、住
所が「東京都港区○×△」、資格が「２級」であることが記述されている。
【００６５】
　また、記憶装置４には、資格の階級に対応付けられた、画像ファイル・文章ファイル（
以下、画像・文章ファイルと呼ぶ）４２が格納されている。記憶装置４はＰＣ１の内部の
記憶装置であってもよい。さらに、記憶装置４には、画像・文章ファイル４２とバリアブ
ルデータテーブル２０における資格の情報とを関連付けるための対応表（画像・文章ファ
イル対応表）４１が格納されている。画像・文章ファイル対応表４１には、図１１に示す
対応表７０のように、資格の情報毎に、埋め込まれる画像ファイルと文章ファイルとが関
連付けられている。また、画像ファイルにはＣｌａｓｓ１．ｊｐｅｇとＣｌａｓｓ２．ｊ
ｐｅｇとがあるが、図１２の画像情報８０ａと画像情報８０ｂとで図示したようにそれら
の画像の大きさが異なっているものとする。この例では、横方向の長さがＣｌａｓｓ１．
ｊｐｅｇの方が長い（細長い）印刷領域となり、縦方向の長さがＣｌａｓｓ２．ｊｐｅｇ
の方が長い印刷領域となる。
【００６６】
　このような文書作成システムにおいて、印刷指示がなされると、データベース読み取り
部１７が、資格取得者リストから、名前、住所、資格の情報を読み出す。そして、バリア
ブルデータ作成部１５により、名前と住所の情報はそれぞれ埋込領域６０ａと埋込領域６
０ｂに入力されて埋め込まれる。資格の情報については、資格が１級か２級かによって画
像ファイル及び文書ファイルが図１１の対応表７０から選択され、選択された画像ファイ
ル及び文章ファイルを読み出し、それぞれ埋込領域６０ｃ及び埋込領域６０ｄに埋め込む
。そして、このような埋込により作成された文書ファイルが印刷されることになる。
【００６７】
　この場合、名前が「特許太郎」の資格取得者について図１３に示す印刷イメージ６１の
ような文書ファイルを、前が「印刷三四郎」の資格取得者について図１４に示す印刷イメ
ージ６２のような文書ファイルを、それぞれ作成・印刷することになる。つまり、合計２
つの文書ファイルを作成し、印刷することになる。なお、印刷イメージ６１においては、
埋込領域６０ａ，６０ｂ，６０ｃ，６０ｄにそれぞれ、「特許太郎」の文字列６１ａ、「
大阪府大阪市阿倍野○○」の文字列６１ｂ、画像情報８０ａ（Ｃｌａｓｓ１．ｊｐｅｇ）
が示す画像６１ｃ、文書ファイル（Ｃｌａｓｓ１．ｄｏｃ）が示す文章６１ｄ（書式付き
文章）が印刷されることになる。なお、．ｄｏｃはマイクロソフト株式会社のワードの文
書の拡張子であるが、ここで適用できる文書ファイルはワードの文書に限らず、単にテキ
ストファイル（拡張子がｔｘｔ）など他の文書であってもよい。拡張子がｔｘｔのファイ
ルでも少なくとも「改行」という書式が付いていることがある。同様に、印刷イメージ６
２においては、埋込領域６０ａ，６０ｂ，６０ｃ，６０ｄにそれぞれ、「印刷三四郎」の
文字列６２ａ、「東京都港区○×△」の文字列６２ｂ、画像情報８０ｂ（Ｃｌａｓｓ２．
ｊｐｅｇ）が示す画像６２ｃ、文書ファイル（Ｃｌａｓｓ２．ｄｏｃ）が示す文章６２ｄ
が印刷されることになる。
【００６８】
　次に、このような印刷を行う前の確認作業について、つまり本発明に係るプレビュー表
示又はテスト印刷の他の例について、図１５及び図１６を併せて参照しながら説明する。
図１５は、図１０のテンプレート文書ファイルに図９の文書作成システムで埋め込まれる
画像情報の一例を示す図で、図１６は、図１０のテンプレート文書ファイルから図９の文
書作成システムで図１５の画像情報が埋め込まれて作成された、プレビュー表示用又はテ
スト印刷用の画像データの例を示す図である。
【００６９】
　印刷確認用サンプルのプレビュー表示又はテスト印刷がユーザ操作により選択されると
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、印刷アプリケーション１０は、図５で説明したような問題の起こりやすい情報だけでな
く、印刷領域の和集合を用いてプレビュー表示又はテスト印刷を実行する。ここで、プレ
ビュー表示用画像の作成において必要であれば、印刷アプリケーション１０は、プリンタ
ドライバ１６から用紙サイズに応じた印刷可能エリアの大きさなど、プリンタの能力情報
を取得する。テンプレート文書ファイル６０の埋込領域６０ａ，６０ｂについてはより長
い印刷領域が必要な文字列のデータが選択されて埋め込まれる。
【００７０】
　埋込領域６０ｃについては、Ｃｌａｓｓ１．ｊｐｅｇの印刷領域とＣｌａｓｓ２．ｊｐ
ｅｇの印刷領域との和集合の領域（印刷領域）が埋め込まれる。この和集合の印刷領域は
、例えば図１５の画像情報８０ｃで示すような形状の領域となる。これは和集合の場合、
どの情報を使用してプレビュー表示又はテスト印刷するかを判断しなければならず、且つ
見栄えが悪くなるためであり、このような代替画像を用意しておくことが見栄えが良くな
る。無論、処理が多くなることを無視すれば、代わりに、各セットについて全ての画像情
報を重ねるような和集合を埋め込んでもよい。
【００７１】
　埋込領域６０ｄについては、フォント情報付きのテキスト情報であるＣｌａｓｓ１．ｄ
ｏｃとＣｌａｓｓ２．ｄｏｃとについて、Ｃｌａｓｓ１．ｄｏｃとＣｌａｓｓ２．ｄｏｃ
との印刷領域の和集合（和集合の印刷領域）が埋め込まれる。ここでは、図６でも上述し
たように、各文字列について矩形の画像で埋め込んでいる。これは和集合の場合、どの情
報を使用してプレビュー表示又はテスト印刷するかを判断しなければならず、且つ見栄え
が悪くなるためであり、このような代替画像を用意しておくことが見栄えが良くなる。無
論、処理が多くなることを無視すれば、代わりに、各セットについて全てのテキスト情報
（フォント情報付き）を重ねるような和集合を埋め込んでもよい。
【００７２】
　このような結果として、プレビュー表示又はテスト印刷結果は図１６に例示する画像デ
ータ６３のようになる。画像データ６３では、情報６２ａ、情報６１ｂ、情報６１ｃ＋情
報６２ｃ、情報６１ｄ＋６２ｄがそれぞれ埋込領域６３ａ、埋込領域６３ｂ、埋込領域６
３ｃ、埋込領域６３ｄに対応する位置に埋め込まれていることが分かる。このような画像
データ６３がプレビュー表示又はテスト印刷されることになる。また、ｊｐｅｇ画像を配
置する領域は、テンプレート上に画像中心座標（ｘ，ｙ）が設定されているので、Ｃｌａ
ｓｓ１．ｊｐｅｇの中心座標（ｘ１，ｙ１）、Ｃｌａｓｓ２．ｊｐｅｇ中心座標（ｘ２，
ｙ２）をそれぞれテンプレートの中心座標（ｘ，ｙ）と一致させる処理を行うことで、図
１６のような画像データ６３（プレビュー表示用又はテスト印刷用の画像のデータ）を得
ることができる。
【００７３】
　また、本発明は、図７のステップＳ３～Ｓ９で例示したように、全ての文書ファイルに
ついてのプレビュー表示又はテスト印刷を行う処理が可能なように構成してもよい。つま
り、本発明では、印刷アプリケーション１０上（又はプリンタドライバ１６上）のＵＩで
、全文書ファイルのプレビュー表示又はテスト印刷（若しくは、レイアウトプレビュー表
示又はレイアウト印刷）の実行を選択すると、印刷アプリケーション１０は従来通り、生
成される全文書ファイルのプレビュー表示又はテスト印刷を実行するように構成されてい
ることが好ましい。
【００７４】
　このように、本発明に係るデータ作成方法は、上述した各例に係るデータ作成方法にお
いて、さらに、次に説明する全処理受付ステップ、全セット読出ステップ、及び全セット
作成ステップを有することが好ましい。全処理受付ステップは、操作部が、複数セットの
全て（作成される文書ファイル全て）について印刷前のプレビュー表示又はテスト印刷を
行う全処理操作を受け付けるステップである。全セット読出ステップは、全処理受付ステ
ップで全処理操作を受け付けた際に、データ読み取り部１４（又はデータベース読み取り
部１７）が、上記複数セット（全てのセット）の情報を読み出すステップである。全セッ
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ト作成ステップは、プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３が、上記複数セットの
それぞれについてのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データ群を作成するステッ
プである。ここで、作成する画像データ群は、全セット読出ステップで読み出された情報
、又は全セット読出ステップで読み出された情報を印刷する際に必要な印刷領域に対応し
た所定画像を、テンプレート文書ファイルの対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデ
ータ群である。つまり、各セットについて、プレビュー表示用又はテスト印刷用の画像デ
ータが作成される。
【００７５】
　無論、全ての文書ファイルだけではなく一部の文書ファイルもプレビュー表示又はテス
ト印刷の対象とするように構成することができる。つまり、全処理受付ステップ、全セッ
ト読出ステップ、及び全セット作成ステップの代わりに、次に説明する選択受付ステップ
、選択読出ステップ、選択埋込ステップ、及び選択作成ステップを有するように構成して
もよい。なお、特に詳述しないが、印刷前に、プリンタドライバ１６上のＵＩで全ての文
書ファイルに対するプレビュー表示又はテスト印刷を行うことが可能に構成されている場
合も、プリンタドライバ１６上のＵＩは印刷アプリケーション１０から読み出される。
【００７６】
　選択受付ステップは、操作部が、複数の情報のセットの中から１又は複数のセットを選
択する選択操作を受け付けるステップである。選択読出ステップは、選択受付ステップで
選択操作を受け付けた際に、データ読み取り部１４（又はデータベース読み取り部１７）
が、複数セットの中から上記１又は複数のセットの情報を読み出すステップである。選択
埋込ステップは、バリアブルデータ作成部１５が、選択操作で選択されたセットのそれぞ
れについて、選択読出ステップで読み出された情報（又は選択読出ステップで読み出され
た情報を印刷する際に必要な印刷領域に対応した所定画像、つまり読み出した情報の代替
画像）を、テンプレート文書ファイルの対応する各埋込領域に埋め込んでプレビュー表示
用又はテスト印刷用の文書ファイルを作成する選択埋込ステップである。選択作成ステッ
プは、プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３が、選択埋込ステップによる埋込で
作成されたプレビュー表示用又はテスト印刷用の文書ファイルについて、プレビュー表示
又はテスト印刷のための画像データを作成するステップである。ここでも、各セットにつ
いて、まず埋込処理を行ってプレビュー表示用又はテスト印刷用の文書ファイルを作成し
てから画像データを作成する例を挙げているが、代わりに、文書ファイルの作成を経ずに
プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３が直接、同様の画像データを作成してもよ
い。
【００７７】
　ここで、上述したように全ての文書ファイルのプレビュー表示又はテスト印刷を行う処
理が容易に可能なように、選択受付ステップでは、「全てのセット」を容易な操作（例え
ば１つのボタン）で選択できるようにしておくことが好ましい。これにより、ユーザは、
容易に全てのセットのプレビュー又は試し刷りを行うことができる。
【００７８】
　また、この構成では、特に図７のステップＳ５の判定及びその判定後の処理について説
明したように、本発明のプレビュー表示又はテスト印刷との選択も可能としておけばよい
。つまり、上述した全処理受付ステップ、全セット読出ステップ、及び全セット作成ステ
ップ（若しくは選択受付ステップ、選択読出ステップ、選択埋込ステップ、及び選択作成
ステップ）で画像データ群を作成させる処理（以下、便宜上、第２処理と呼ぶ）を含む方
法では、この第２処理を実行するモードと、上述した受付ステップ、読出ステップ、及び
作成ステップで画像データを作成させるモード（第１処理モードと呼ぶ）とを切り替える
切替操作を、操作部が受け付ける切替ステップを有することが好ましい。これにより、場
合によってこの２種類のプレビュー表示やテスト印刷の画像データ作成方法を容易に切り
替えることや、管理者が事前に設定するなどすることができる。例えば切替ステップによ
り、第１処理モードに関する上記受付ステップと第２処理モードに関する上記全処理受付
ステップ（若しくは上記選択受付ステップ）との間で受付可能なボタンが切り替わるよう
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にしておけばよい。
【００７９】
　以上説明したように、本発明に係るデータ作成方法では、生成される文書ファイルのう
ち、最も問題の発生し易い、すなわち最も多くの印刷領域を必要とするデータを用いてプ
レビュー表示又はテスト印刷を行う。例えば、ダイレクトメールにデータベース上の顧客
の名前と住所を次々に埋め込んで印刷を行う場合に、最も長い名前と、最も長い住所とを
組み合わせたデータを用いてプレビュー表示を行う。但し、この場合、長さだけを基に名
前と住所を選んでいるため、名前と住所の対応関係は失われる。文字が印刷領域からはみ
出して切れてしまったり、他の文字や画像と重なってしまう問題はよく見られるが、プレ
ビュー表示又はテスト印刷の時に、最も長い印刷領域を要する文字列を用いておけば、こ
の組み合わせで文字の切れや重なりが発生しなければ、問題は発生しない可能性が高い。
【００８０】
　また、本発明は上述したように様々な応用例も採用できる。例えば、文字の形状や空白
文字による影響を排除できるよう、必要に応じて、文字の代わりに文字サイズと合わせた
大きさの矩形などを用いてもよい。また、プロポーショナルフォントなど文字幅が一定で
ないフォントや画像ファイルを埋め込む必要がある場合でも、印刷に必要な領域のサイズ
を求めることは可能であり、最も大きな印刷領域を必要とする組み合わせ、若しくは印刷
領域の和集合を取って、他の部分と重なったり、切れたりする可能性のある印刷領域を例
えば矩形を使って表現してプレビュー表示又はテスト印刷することによって、ユーザは文
字の切れ、重なり、その他判読上の問題が発生することを知ることができる。本発明にお
ける方法を適切に用いれば、全部をプレビュー表示しなくとも、通常は１部、複数のテン
プレートを組み合わせるなどの特殊なケースでも印刷する文書ファイル全体よりは少ない
部数のみプレビュー表示又はテスト印刷をすればよいことになる。また、部数が十分少な
ければ、テスト印刷を行うことも可能となる。そのため、ユーザは１部、若しくは少ない
部数のプレビュー表示をチェックすればよいため、ユーザの負担が減少する。
【００８１】
　以上、本発明に係るデータ作成方法について説明したが、このデータ作成方法を文書作
成システムで実行するように説明したように、本発明は、文書作成システムにおけるデー
タ作成システムとしての形態も採用できる。再度、図１を参照しながら簡単に説明する。
本発明に係るデータ作成システムは、作成される文書ファイルについて共通の、印刷前の
プレビュー表示又はテスト印刷を行う操作を受け付ける操作部と、操作部でその操作を受
け付けた際に、上記複数セットについて種類毎に情報を読み出すデータ読み取り部１４と
、１つのプレビュー表示用又はテスト印刷用の画像データを作成するプレビュー表示制御
部１２又は印刷処理部１３と、を有する。プレビュー表示制御部１２又は印刷処理部１３
で作成する画像データは、種類毎に、データ読み取り部１４で読み出された情報を印刷す
る際に必要な印刷領域の和集合を算出してその和集合を示す情報をテンプレート文書ファ
イルの対応する埋込領域に埋め込んだ状態を示すデータである。その他の応用例について
は、データ作成方法として説明した通りであり、その説明を省略する。
【符号の説明】
【００８２】
１…ＰＣ、２…データベースサーバ、３…印刷装置、４…記憶装置、１０…印刷アプリケ
ーション、１１…テンプレート読み込み部、１２…プレビュー表示制御部、１３…印刷処
理部、１４…データ読み取り部、１５…バリアブルデータ作成部、１６…プリンタドライ
バ、１７…データベース読み取り部、２０…バリアブルデータテーブル。
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